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ちに早稲田大学大学院アジア太平洋研究科に進み、2009 年から 2013 年にかけて上海・
『次世代論集』vol.3 
重慶・北京に合計 1 年半余り留学して滞在しながら、中国に越境した日本人の経営者・







本書は、第Ⅰ部が理論的背景として第 1 章から第 3 章、第Ⅱ部が事例研究として第 4






第 1 章 序章 
 第２章 国際移住者とその異文化社会適応に関する諸理論 
 第３章 分析方法 
第Ⅱ部 事例研究 
 第４章 本研究のフィールドについて（歴史ならびに文化・制度の規範） 
 第５章 トランスナショナルな日本人アントレプレナーの出現 
 第６章 日本人経営者（エクスパトリエイト）たちの中国ビジネス運営 
 第７章 トランスナショナル化する中国の大都市での日本人移住者たちの生活 
 第８章 むすび 
 
第Ⅰ部の理論的背景では、第 1 章の序章で研究背景と研究の視座を提示し、それを分

























第 3 章では、本研究で用いるデータや方法論が説明されている。著者は 2009 年から
2010 年にかけて、上海と深圳で 60 名の「キャリア意識に関するライフヒストリー」の
語り、2013 年には北京と天津で 82 名の「ビジネス経験に関するライフヒストリー」の








第 5 章から第 7 章は本論にあたる部分である。ここでは、著者が収集したインタビュ
ーデータを活用しながら、第 1 章で掲げた 4 つの問いの解明を試みている。 


















































































































































































ことである。為替レートも、本書の調査が行われた時点では 1 円≒12 元だった人民元












ルの利用が制限されている。第 7 章において、日々LINE で日本や中国以外にいる友人
と連絡を取り合う移住者の姿に言及されているが（p.209）、習近平政権下でネット規制






























（4）外務省「海外在留邦人数統計調査 平成 29 年（2017 年）要約版（平成 28 年 10 月










-0105.pdf （2018 年 3 月 19 日取得）などを参照のこと。 
 
